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５月１日に、今年度初めての避難訓練を行い
ました。今回の訓練は、地震発生時の避難経路
の確認と約束を守りながら安全に避難すること
が、主なねらいでした。全校生徒が真剣な態度
で参加し、５分50秒で避難を完了することが
できました。
訓練後に各学年の代表生徒が感想を発表しま

した。その概要を紹介します。

☆〇〇〇〇（１-１）…小学校よりもクラス数
や人数が多かったが、「お･は･し･も」の約
束を守ることができた。

☆〇〇〇〇（２ -３）…１月１日に能登半島で
大きな地震があった。そんな時でもしっか
りと避難できるようにしたい。

☆〇〇〇〇（３ -１）…「お･は･し･も」を守っ
て避難できた。地震があっても今日のよう
に避難したい。最近地震が多いので、気を
付けたい。

＊「お・は・し・も」は避難の約束です。

「おさない・はしらない・
しゃべらない・もどらない」

２日、１年生を
対象にＮＴＴドコ
モによる「スマホ･
ネット安全教室」
を実施しました。
主な内容は、｢リス
クの考え方を身に
付けること」と「『自
分』と『友だち』
のリスクの違いに

気付くこと」の２つでした。文字だけだと感情
が伝わりにくい特徴があります。また、うわさ
の原因をつくったり、相手を傷つけたりするこ
とは絶対にしてはなりません。ネットは便利な
反面、いじめや犯罪につながったり、自分の将
来に悪影響を及ぼしたり、ゲーム依存につなが
ったりする危険性も持ち合わせています。ネッ
トトラブルに遭わないためには、判断力・自制
力・責任力を高めることと、家族でルールを決
めて守ることが大切であるとされています。
秋田県教育委員会では「ネットパトロール」

を行っています。令和 4 年度は、リスクがある
として検知されたのが県内の中学生で321件、
書き込みの内容では80％以上が個人情報の流
布でした。「著作権の侵害に当たる動画の投稿」
や「見知らぬ相手のプロフィールを信用すること」
はもちろん、「自分自身の個人情報や知り合いを
含む他者の情報（名前、顔写真、学校名）の投稿」、
「将来に悪影響を及ぼす軽はずみな投稿」などは、
決して行ってはならないことです。ご家庭でも
是非話題にし、注意喚起をお願いします。

5月14･15日に、秋田県営陸上競技場を会場
に行われる大曲仙北陸上競技大会に向けての練
習が、１日から始まりました。限られた時間の
中での練習ですが、自己ベストの更新に向けて
真剣に練習に打ち込んでいます。

７～９日には、
全校応援練習を行
いました。大きな
声で互いを鼓舞す
ることで、団結心

の高揚と伝統継承の機会となりました。


